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　私たちを守り、育んでくれる自然は、雄大で恵み
を与えてくれる素晴らしいものです。しかし時とし
て、人間の力ではどうすることもできない災害を起
こすこともあります。
　4 年前の東日本大震災や、昨年の海陽・阿南・那
賀での台風水害の記憶を決して忘れることなく、い
つ起こるかわからない災害に対して、日頃から身近
に考えていくことが必要だと考え、今年度の「寺子屋」

では “ いのちを守る ” をテーマに年間 10 回の活動
を計画しています。7 月 25 日〜 26 日の防災キャン
プでは、県立防災センターの方を講師に招き①私の
非常持ち出し袋②非常食実習③ランタン作りと、サ
イエンスレンジャー細川威典先生の科学実験教室を
開催しました。参加者は、真剣に、協力して、充実
した時間を過ごすことができました。

主催：こどもプロジェクト1・2・3

◎寺子屋“防災”の取り組み◎

①県立防災センター講師の方の非常持ち出し品　②ハイゼックスを使った非常食づくり　③自分たちで作った紙の食器でいただき
ます　④「音」がテーマの科学実験教室の様子　⑤包装紙で作った防災マイスリッパは石井町の推奨をいただきました

①

④

②

⑤

③
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毎
年
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
日
本
赤
十
字
社
活
動
支
援
費

（
日
赤
社
費
）
は
、
災
害
時
の
救

護
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
「
い
の

ち
と
健
康
、
尊
厳
」
を
守
る
各
種

人
道
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

石
井
町
で
は
本
年
度
も
、
自

治
会
・
実
行
組
・
婦
人
会
・
民

一
金　
　

１
６
、７
０
０
円

　
　

石
井
町
農
産
物
品
評
会
様

一
金　
　

６
９
、０
０
０
円

　
　

楽
し
美
ふ
れ
愛
会
様

日
本
赤
十
字
社
費
募
集
の
お
礼

社
協
会
費
・
共
同
募
金
の
お
知
ら
せ
と
お
願
い

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
金
の
お
礼

グループ名 献血実施日
石井地区
献血グループ

27年　6月28日㈰（済）
28年　1月10日㈰

浦庄地区
献血グループ

27年　6月  7日㈰（済）
27年 12月13日㈰

高原地区
献血グループ

27年　6月  7日㈰（済）
27年 12月13日㈰

藍畑地区
献血グループ

27年 10月12日㈪
28年　3月13日㈰

高川原地区
献血グループ

27年 10月18日㈰
28年　2月14日㈰

平
成
27
年
度
献
血
実
施
予
定
表

（
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。） 【

石
井
町
社
協
献
血
推
進
部
】

　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

５
地
区
の
献
血
グ
ル
ー
プ
が
、
積

極
的
に
献
血
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
335
名
の
方
に
献

血
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
受
付
者
数
413
名
）

　

血
液
は
酸
素
を
運
ぶ
、
病
原
体

と
た
た
か
う
、
出
血
を
止
め
る
と

い
っ
た
生
命
の
維
持
に
欠
か
せ
な

い
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、
科

学
が
進
歩
し
た
現
在
で
も
、
人
工

的
に
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
血
液
は
生
き
た
細
胞
で

長
期
間
の
保
存
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

移
動
採
血
車
で
は
400
㎖
献
血
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も

多
く
の
人
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
献
血
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
検
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。）

生
委
員
の
各
地
区
役
員
の
方
々

等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２
、

７
６
４
、１
０
０
円
（
８
月
５
日

現
在
）
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
赤

県
本
部
へ
納
入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
金　
　

１
０
０
、０
０
０
円

　
　

匿
名

一
金　
　

２
８
、０
０
０
円

　
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
名
西
第
一
団
様

一
金　

１
１
６
、２
７
２
円

　
　
退
職
公
務
員
連
盟
石
井
支
部
様

一
金　
　

３
６
、２
１
１
円

　
　

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟
様

一
金　
　

２
０
、０
０
０
円

　
　

石
井
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
様

　

地
域
福
祉
の

た
め
に
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く

会
費
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行

う
地
域
福
祉
事
業
の
大
き
な
財
源

と
な
り
ま
す
。「
と
も
に
支
え
あ

い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配
分
金

を
徳
島
県
共
同
募
金
会
か
ら
受
け

て
お
り
、社
協
だ
よ
り
の
発
刊
や
、

各
種
団
体
の
活
動
費
な
ど
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
社
協
会
費
・
赤
い
羽

根
共
同
募
金
と
も
９
月
末
頃
よ

り
、各
地
区
役
員
さ
ん
を
通
じ
て
、

募
集
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
井
町
社
会
福
祉

協
議
会
役
員
名
簿

『
社
協
』の
理
事
・
監
事
の
役
員

と
評
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

会　

長　
　

小　

林　

智　

仁

副
会
長　
　

板　

東　

聖　

治

　

〃　
　
　

川　

端　

辰　

雄

理　

事　
　

武　

知　

光　

子

　

〃　
　
　

柳　

本　

芳　

廣

　

〃　
　
　

片　

岡　

純　

子

　

〃　
　
　

高　

瀬　

善　

繁

　

〃　
　
　

増　

井　

謙　

雄

　

〃　
　
　

姫　

田　

直　

輝

　

〃　
　
　

土　

井　

章　

良

　

〃　
　
　

山　

根　

弘　

充

　

〃　
　
　

白　

川　

光　

夫

　

〃　
　
　

武　

市　

謙　

一

　

〃　
　
　

遠　

藤　

照　

子

　

〃　
　
　

片　

山　

賢　

一

監　

事　
　

田　

幡　

裕　

機

　

〃　
　
　

市　

川　

敏　

夫

評
議
員

石　

井　
　

仁　

木　

喜
久
美

　

〃　
　
　

岸　
　
　

直　

江

　

〃　
　
　

山　

﨑　

文　

靖

　

〃　
　
　

笹　

田　

典　

子

　

〃　
　
　

藤　

河　

一　

夫

　

〃　
　
　

高　

橋　

健　

吾

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
　
林
　
智
　
仁

会　

長

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
8
月
6
日
付
け
で

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域
福

祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
向
け
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相
談
活

動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支

援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
な
が

ら
地
域
の
福
祉
増
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

石
井
町
の
さ
ら
な
る
福
祉
増

進
に
向
け
、
多
く
の
個
人
、
関

係
機
関
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
を
通
し
て
福
祉
の
最
前
線

で
活
動
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
多
く

の
お
力
添
え
を
心
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お
暮

ら
し
く
だ
さ
い
。

大
正
４
年
６
月
13
日
生
ま
れ

葛
西
キ
ヌ
コ
さ
ん
（
白
鳥
）

ご
長
寿
♡
百
歳

あ
り
が
と
う
車
イ
ス
♡
貸
出
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出
運
営
事
業

障
が
い
者
及
び
寝
た
き
り
高
齢
者
移
動
支
援
事
業

リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車
（
福
祉
車
両
）
の
貸
出

　

浦
庄
小
学
校
よ
り
、
ア
ル
ミ
缶

と
プ
ル
タ
ブ
の
リ
サ
イ
ク
ル
代
金

で
購
入
し
た
車
イ
ス
（
９
台
目
）

を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
152
名
が
１
年
か
け
て

地
域
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
空

き
缶
300
㌔
を
収
集
し
た
も
の
で
す
。

　

石
井
町
社
協
に
は
、
子
ど
も
用

車
イ
ス
３
台
を
は
じ
め
、
以
前
、

石
井
・
藍
畑
小
学
校
等
よ
り
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
を
含
め
て
、

20
台
の
車
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
方
々
へ
貸
出（
無
料
）を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

〃　
　
　

笠　

井　

孝　

純

　

〃　
　
　

坂　

東　

範　

昭

　

〃　
　
　

近　

藤　

令　

子

浦　

庄　
　

井　

上　
　
　

勉

　

〃　
　
　

金　

山　

孝　

明

　

〃　
　
　

阿　

部　

和　

義

　

〃　
　
　

坂　

本　

貞　

一

　

〃　
　
　

真　

開　
　
　

昇

　

〃　
　
　

有　

持　

由
美
子

　

〃　
　

◎
渡　

邊　

ハ
ナ
コ

高　

原　
　

萩　

原　

一　

徳

　

〃　
　
　

村　

部　

米　

子

　

〃　
　
　

仲　
　
　

量　

之

　

〃　
　
　

田　

村　
　
　

豊

　

〃　
　
　

岡　

本　

文　

代

　

〃　
　
　

藤　

原　
　
　

治

　

〃　
　
　

阿　

部　
　
　

要

　

〃　
　
　

祖　

上　

俊　

郎

藍　

畑　
　

東　

出　

秀　

幸

　

〃　
　
　

水　

岡　

吾　

郎

　

〃　
　
　

佐　

野　

哲　

也

　

〃　
　
　

須　

見　

久　

代

　

〃　
　
　

伊　

藤　

ヒ
デ
コ

　

〃　
　
　

福　

富　

和　

子

　

〃　
　
　

高　

田　

義　

弘

高
川
原　
　

河　

野　

計　

之

　

〃　
　
　

小　

池　

弘　

造

　

〃　
　
　

井　

上　
　
　

清

　

〃　
　
　

久　

米　

利　

昭

　

〃　
　
　

清　

重　

弘　

子

　

〃　
　

◎
久　

米　

義　

市

　

〃　
　
　

坂　

東　

武　

志

　

〃　
　
　

吉　

岡　

惠
美
子

　

〃　
　
　

高　

橋　

佳　

代

◎
印
は
第
三
者
委
員

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

　

情
解
決
担
当

石井町社会福祉協議会
平成26年度決算 及び 平成27年度予算

平成 26 年度決算 平成 27 年度予算

一　
　

般　
　

会　
　

計

①法人運営事業

社　

会　

福　

祉　

事　

業

①法人運営事業
　収入・支出とも

37,180,000 円
収　　入
支　　出
差　　引

39,070,086 円
36,708,678 円
2,361,408 円 ②心配ごと相談事業

　収入・支出とも
101,000 円

②心配ごと相談事業
収　　入
支　　出
差　　引

181,511 円
100,250 円
81,261 円

③生活福祉資金貸付事業
　収入・支出とも

275,000 円③生活福祉資金貸付事業
収　　入
支　　出
差　　引

2,512,120 円
2,440,837 円

71,283 円

④ボランティアセンター事業
　収入・支出とも

2,196,000 円
④日常生活自立支援事業 ⑤共同募金配分金事業

　収入・支出とも
2,057,000 円

収　　入
支　　出
差　　引

1,435,275 円
850,930 円
584,345 円 ⑥日常生活自立支援事業

　収入・支出とも
977,000 円

⑤ボランティアセンター事業
収　　入
支　　出
差　　引

2,857,165 円
2,832,313 円

24,852 円
⑦訪問介護事業
　収入・支出とも

11,328,000 円⑥介護保険等事業
収　　入
支　　出
差　　引

33,182,189 円
18,955,462 円
14,226,727 円

⑧居宅介護支援事業
　収入・支出とも

9,312,000 円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①シルバー人材センター事業 ⑨生活困窮者自立支援事業
　収入・支出とも

600,000 円
収　　入
支　　出
差　　引

41,318,622 円
40,066,998 円
1,251,624 円 ⑩石井町善意銀行事業

　収入・支出とも
1,555,000 円

②環境美化整備事業
収　　入
支　　出
差　　引

18,235,566 円
18,235,566 円

0 円
公
益
事
業

⑪シルバー人材センター事業
　収入・支出とも

41,996,000 円③善意銀行運営事業
収　　入
支　　出
差　　引

3,787,046 円
1,477,107 円
2,309,939 円

収
益
事
業

⑫環境美化整備事業
　収入・支出とも

19,419,000 円
※差引額は次年度へ繰り越します。

　

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と
し
て
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
リ
サ
イ
ク

ル
を
斡
旋
し
、
子
育
て
家
庭
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
石
井
町

在
住
の
方
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
、

　

障
が
い
者
及
び
寝
た
き
り
高
齢

者
で
あ
っ
て
、
自
力
で
移
動
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
（
以
下
「
利
用

者
」）
に
対
し
て
福
祉
車
両
を
貸

出
し
、
障
が
い
者
福
祉
及
び
在
宅

福
祉
を
増
進
し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
者
…
県
内
在
住
の
方

◆
貸
出
期
間
…
一
日
間

◆
運
行
範
囲
…
県
内

◆
申
込
…
使
用
日
の
一
ヶ
月
前
～

　

二
日
前
ま
で
に
、
所
定
の
申
込

　

書
を
提
出

◆
運
転
者
…
満
21
歳
以
上
の
方　

◆
使
用
料
…
１
㎞
あ
た
り
20
円

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
の
福
祉
体

験
等
で
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
は
最
長
一
年
間
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
及
び
ジ
ュ
ニ

ア
シ
ー
ト
は
最
長
三
年
間
の
貸
出

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
使
わ
な
く
な
っ
た
使
用

可
能
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
譲
り
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
石
井
町
社
会
福

祉
協
議
会
ま
た
は
石
井
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
石
井
」

（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
）

　

生
活
の
不
安
や
悩
み
ご
と
に
は

①
経
済
的
に
不
安
が
あ
る
②
家
賃

が
払
え
な
い
③
ひ
き
こ
も
り
や
不

登
校
な
ど
気
に
な
る
家
族
が
い
る

④
多
額
の
借
金
が
あ
る
⑤
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い

等
、
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

石
井
町
社
協
は
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
対
し
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
が
め
ざ
す
生
活
困
窮
者
の
自

立
と
尊
厳
の
確
保
、
生
活
困
窮
者

支
援
を
通
じ
た
地
域
作
り
を
進
め

る
た
め
、
県
社
協
か
ら
の
委
託
を

受
け
相
談
の
拠
点
と
な
る
「
く
ら

し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
石
井
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は

県
社
協
よ
り
相
談
支
援
員
が
配
置

さ
れ
、
県
社
協
と
円
滑
な
支
援
に

向
け
て
地
域
に
お
け
る
幅
の
広
い

支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
社
協
に
お
い
て
広
域

連
携
体
制
の
整
備
や
困
難
事
例
へ

の
対
応
な
ど
に
取
り
組
む
支
援

チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
主
任
相
談

員
、
就
労
支
援
員
、
家
計
相
談
支

援
員
、
権
利
擁
護
等
専
門
の
担
当

者
が
配
置
さ
れ
迅
速
な
対
応
に
つ

な
げ
ま
す
。

　

支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
相
談
者

の
困
り
ご
と
や
不
安
な
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要

か
を
相
談
者
と
支
援
者
が
一
緒
に

検
討
し
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に

寄
り
添
い
な
が
ら
課
題
の
解
決
に

向
け
た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
支
援
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
月
～

金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
い
つ
で
も
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業

心
配
ご
と
相
談
事
業

◆
新
職
員
の
横
顔
◆

日
常
生
活

自
立
支
援
事
業

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

ご
利
用
案
内

　

低
所
得
者
世
帯
・
障
が
い
者
世

帯
・
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
資
金

貸
付
と
相
談
・
支
援
を
行
う
制
度

で
あ
り
、
次
の
４
種
類
の
資
金
貸

付
が
あ
り
ま
す
。

①
総
合
支
援
資
金
（
日
常
生
活

全
般
が
困
難
で
生
活
再
建
に

必
要
な
資
金
）

②
福
祉
資
金
（
自
立
生
活
等
で

一
時
的
に
必
要
な
資
金
）

③
教
育
支
援
資
金
（
学
校
就
学

の
た
め
に
必
要
な
資
金
）

④
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

（
不
動
産
を
担
保
に
生
活
費

を
貸
出
す
資
金
）。

　

な
お
、
申
請
に
は
事
前
審
査
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
石

井
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

暮
ら
し
の
中
の
様
々
な
心
配
事

や
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
て
適
切
な
助
言
･
援
助
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、個
人
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
開
設
日　

第
２
･
第
４
火
曜
日

（
９
時
～
12
時
）

○
場
所　
石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

２
階

○
相
談　

相
談
員
２
名
が
担
当

　

相
談
員
10
名（
左
記
の
と
お
り
）

　

石
井
…
山
﨑
文
靖　

高
橋
健
吾

　

浦
庄
…
井
上　

勉　

河
崎
惠
子

　

高
原
…
萩
原
一
徳　

仲　

量
之

　

藍
畑
…
須
見
久
代　

小
林
泰
政

　
高
川
原
…
市
川
敏
夫　

吉
岡
洋
子

問
１ 
ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
ま
す
か
？

答　

認
知
症
高
齢
者
・
知
的
障
が

い
者
・
精
神
障
が
い
者
な
ど
の
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
で
、
日

常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
と
な
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
つ
い

て
、
ご
自
分
の
判
断
だ
け
で
行
う

の
が
不
安
な
方
。

問
２　

ど
ん
な
事
を
お
手
伝
い
し

て
く
れ
ま
す
か
？

答
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　

・
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

　

・
書
類
預
か
り
等
サ
ー
ビ
ス

い
つ
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
（
訪
問

介
護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅
の

手
す
り
設
置
等
）
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
ま
た
介
護
申
請
の
代
行
や
、

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
に
は
、

そ
の
方
に
あ
っ
た
介
護
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

訪
問
介
護
事
業
所
で
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
ご
自
宅
へ
派
遣
し

て
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
身
体

介
護
や
生
活
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
ご

自
宅
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
谷
美
穂

　

平
成
27
年
度
よ
り
介
護
支
援
専

門
員
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
力
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
一
員
と
し
て

地
域
に
根
付
い
た
親
し
み
と
、
信

頼
の
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
を

目
標
に
、
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
田
純
子

　

平
成
27
年
度
よ
り
、
石
井
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
事
も

多
く
、
色
々
と
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

荻
野
ひ
か
り

　

平
成
27
年
度
よ
り
生
活
福
祉
資

金
相
談
員
と
し
て
働
い
て
お
り
ま

す
。
低
所
得
者
世
帯
・
障
が
い
者

世
帯
・
高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象

に
、
貸
付
及
び
生
活
相
談
と
そ
の

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日

も
早
く
、
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ

る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
27
年
６
月
28
日
（
日
）、

市
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、「
社
協
の
総
合
相
談
支
援
対

応
力
向
上
事
業
・
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
模
擬
訓
練
」
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
、
市
町
村
の
持
ち
回
り
で
毎
年

一
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
①
【
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
マ
ッ
チ
ン
グ
】
被
災
者
・

要
援
護
者
に
寄
り
添
い
支
援
し
て

い
く
力
を
つ
け
る
、
②
【
ニ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
】
地
域
・
個
人
の
状
況

を
迅
速
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
能
力

を
つ
け
る
、③
【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

助
け
合
い
何
で
も
話
せ
る
仲
間
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
想
定
は
、
２
月
の
平
日
、

午
前
11
時
35
分
、
阿
波
市
市
場
町

の
山
間
部
の
中
央
構
造
線
活
断
層

地
震
が
発
生
。
地
震
の
規
模
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3
。
阿
波
市
内
は
、

震
度
５
弱
～
６
強
の
揺
れ
に
襲
わ

れ
た
。

　

今
回
は
三
つ
の
訓
練
目
標
を
掲

げ
、
阿
波
市
社
協
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
の

模
擬
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
社

協
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
や
支

援
す
る
上
で
大
切
な
視
点
を
学
び

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
　

社
協
合
同
模
擬
訓
練

災
害
時
要
援
護
者

台
帳
整
備

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ

研
修
旅
行

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

移
動
図
書
館
車

ふ
じ
っ
こ
号

石
井
町
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会（
お
知
ら
せ
）

登
録
訪
問
介
護
員

募
　
集

●
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
の
社
協
活

動
や
総
合
相
談
対
応
力
が
、
災
害

時
の
支
援
力
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
し
た
。

問 

ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
ま
す

か
？

答　

災
害
時
に
お
い
て
、
本
人
及

び
家
族
等
の
同
居
者
に
よ
る
避
難

が
困
難
又
は
制
約
を
受
け
る
人
で
、

地
域
の
支
援
を
希
望
し
登
録
台
帳

に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
て
次
に
該
当
す
る
人

で
す
。

　

登
録
対
象
者
は
、
75
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
、
75
歳
以
上
の
み

の
世
帯
で
介
護
保
険
利
用
者
。
各

種
障
が
い
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
等
。

　

詳
し
く
は
石
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　

７
月
28
日
～
29
日
、
会
員
と
随

行
者
計
65
名
が
、
愛
媛
県
へ
研
修

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
四
国
八
十
八
ヶ
所

霊
場
の
第
五
十
一
番
札
所
「
石
手

寺
」
を
参
拝
し
、
か
ん
ぽ
の
宿
道

後
で
宿
泊
。
二
日
目
は
、松
山
城
・

坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
道

後
温
泉
界
隈
に
分
か
れ
て
散
策

し
、
帰
町
し
ま
し
た
。

　

大
変
暑
い
二
日
間
で
し
た
が
、

教
養
と
親
睦
を
深
め
、
有
意
義
な

研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

石
井
町
藤
ク
ラ
ブ
（
石
井
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
は
、
現
在
37

の
単
位
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
会
員
数

は
１
、９
２
７
人
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
や
趣
味
教
養
を
楽
し
め
る
、
女

性
部
・
芸
能
部
・
カ
ラ
オ
ケ
部
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
・
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
部
・
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

部
の
６
つ
の
部
会
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
高
齢
者
が
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、同
世
代
の
仲
間
と
共
に
、

健
康
で
い
き
い
き
と
、
生
き
が
い

を
感
じ
な
が
ら
、
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
、
様
々
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

仲
間
募
集
中
で
す
！
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９
　

石
井
町
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・

福
祉
施
設
を
巡
回
し
、
絵
本
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ふ
じ
ち
ゃ
ん
ず
」
が
、
手

遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
51
回
、

今
年
度
は
19
回
の
活
動
実
績
が
あ

り
ま
す
。
※
石
井
の
○
○
に
も
来

て
ほ
し
い
、
ま
た
、「
ふ
じ
ち
ゃ

ん
ず
」
で
一
緒
に
活
動
し
た
い
、

等
の
希
望

が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、

石
井
町
社

会
福
祉
協

議
会
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☎
６
７
４
ー
０
１
３
９

　
　
　
　
　

会
長　

近
藤　

令
子

　

こ
の
会
は
、
知
的
障
が
い
児
・

知
的
障
が
い
者
、
及
び
保
護
者
と

支
援
者
の
会
で
す
。

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
、
一
緒

に
参
加
し
、
お
花
見
・
遠
足
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
等
、
楽
し
い
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
、
地
域
の

人
と
の
交
流
を
通
し
、
障
が
い

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
「
共
に
生

き
る
地
域
社
会
」
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
連
絡
は
石
井
町

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
利
用
者
の
ご
自
宅
に
訪
問
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
生
活
を

支
え
る
、
と
て
も
や
り
が
い
の
持

て
る
仕
事
で
す
。
短
時
間
勤
務
も

可
能
で
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

採
用
人
員　

若
干
名

　

資　
　

格

　
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上

※
詳
し
く
は
、
石
井
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で☎

６
７
４
ー
０
１
３
９

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
組
織・事
業

事
務
局
長
・
事
務
局
長
代
理
・
事
務
局
次
長

社
会
福
祉
事
業

法
人
運
営
事
業
・
心
配
ご
と
相

談
事
業
・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

事
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
業
・
共
同
募
金
配
分
金
事
業
・

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
・
訪

問
介
護
事
業
・
居
宅
介
護
支
援

事
業
・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
・
石
井
町
善
意
銀
行
事
業

公
益
事
業

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

収
益
事
業

環
境
美
化
整
備
事
業

藤
ク
ラ
ブ
（
町
老
連
）
事
務
局
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石井町ボランティアセンターだより

石井町シルバー人材センターだより

第18回石井町ボランティアフェスティバル＊第9回こども文化祭・美術展

テーマを募集します。石井町のボランティアへの想いを20文字以内の言葉にしてください。

　

平
成
27
年
６
月
19
日
に
開
催
さ
れ

た
、
徳
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
の
総
会
に
お
い
て
、
当

会
員
の
堤
善
弘
さ
ん
（
74
）
が
優
良

会
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

シルバー人材セン
ター表彰者紹介

堤　善弘さん

《広報編集委員》石井地区　山崎文靖　上地禎子　浦庄地区　坂本信子　河崎惠子　高原地区　高橋三紀
　藍畑地区　高木淑惠　松尾昌子　高川原地区　◎原田利幸　瀬部和子　編集協力　藤本七三夫　◎は編集委員長

と　き：平成27年10月18日（日）
　　　　10：00～14：00
ところ：石井町中央公民館　　　　　　　　　
内　容：こども文化祭&こども美術展
　　　　●ボランティアグループ等による模擬店
　　　　●学校等のボランティア活動紹介パネル展示
　　　　●体験、遊びのコーナーなど…♪
　　　　◎南三陸町（宮城県）の物産展（予定）
　　　　◎今年も名西高校芸術科の生徒さんのパフォーマンスが…
　　　　◎行政相談コーナー

舞踊・ダンス・歌等の発表や、工作・絵・習
字等多数の出展をお待ちしています。!!
テーマも募集中（ふじっこグッズプレゼント）
★出演・出展者には記念品をプレゼント★
申込締切：平成27年9月25日（金）

★ ８月 23 日（日）　8：30 〜 22：00・フジグラン石井　24 時間テレビ募金受付
★ 10 月 18 日（日）　8：30 〜 16：00・中央公民館　石井町ボランティアフェスティバル運営スタッフ等
　　　　　詳しくは石井町ボランティアセンタースタッフ【担当：多田・荻野】まで。

『こども文化祭&こども美術展』
出演者・出展者を募集しています！！

社
会
福
祉
協
議
会

の
行
事
予
定

平
成
27
年
8
月
〜
平
成
27
年
12
月

◆社協だより（第 68 号）発行【12 日】
◆ 24 時間テレビ募金活動【23 日】
◆徳島県敬老県民のつどい【8 日】
◆老人大学講座【11 日】
◆第 33 回藤クラブ芸能大会【17 日】
◆徳島県婦人団体連合会第 30 回交流芸
　能大会〜三世代交流〜【19 日】
◆全国一斉老人クラブ社会奉仕の日【20 日】
◆石井町社会福祉協議会会費募集・赤
　い羽根共同募金【12 月末日まで】

◆第 18 回石井町ボランティアフェス
　ティバル・第 9 回こども文化祭、美
　術展【18 日】
◆第 43 回石井町老人体育大会
◆第 33 回石井町社会福祉大会
◆第 59 回徳島県社会福祉大会【10 日】
◆第 72 回藤クラブカラオケ大会
◆歳末たすけあい募金
◆藤クラブ会長・部長研修旅行

８月

９月

10月

11月

12月

■問合先：石井町ボランティアセンター内石井町ボランティア連絡協議会事務局
　　　　　TEL６３７ー４３３３　e-mail  ishiivo@nmt.ne.jp

学生ボランティア募集中！

働く意欲マンマンのシルバーパワー募集中 !!

石井町シルバー人材センターで働いてみませんか

　シルバー人材センターは働くことを通じ
て生きがいを感じていただく所です。地域
のため、人のため、自分の健康のために働
いてみませんか。
　対象は、石井町在住で、原則 60 歳以上
の働く意欲のある方です。まずは、簡単な
説明と申込書類をお渡ししますので、一度
事務所までお越しください。

石井町シルバー人材センター
☎ 088-674-7840

堤
さ
ん
談

　

平
成
15
年
に
会
員
に
な
っ
て
、
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
研
修
に
始
ま
り
、

色
々
の
仕
事
を
教
わ
り
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
又
、
車
イ
ス
の
方
の
病

院
へ
の
送
り
迎
え
で
は
感
謝
も
さ
れ

ま
し
た
。
会
員
と
な
っ
て
、
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
こ
の
度
、

表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
名
誉
で
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
も
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

【ボランティア参加の学生には町内賛同商店より特典があります！！】


